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1. はじめに 

近年の環境問題への意識の高まりにより，環

境対応車の普及が期待されている[1]．筆者らは，

環境対応車に内蔵される各種 ICT 機器の状態を

収集する無線システムを開発している．環境対

応車が外部のネットワークと接続し，機器の状

態をクラウドで管理する場合には，車載ルータ

が中心的な役割を担う．この車載ルータを省電

力化することにより，電費の良い利用が可能と

なる．本研究では，車載ルータに対してウェイ

クアップ無線技術を適用し，省電力化すること

を検討している．この技術を用いると，ウェイ

クアップ信号を受信するまで，データ通信の機

能を含む装置の大部分をスリープ状態に保つこ

とが可能となる．また，ウェイクアップ信号の

制御用と，データ通信用のチャネルを別々にす

ることで，ウェイクアップ信号の受信を待機し

ているときも，データ通信をスリープ状態に保

つことが可能となる．これにより，データ通信

をしない時間帯の待機電力を大幅に削減するこ

とができる[2][3]．ただ，待機電力を抑えるため，

ウェイクアップ信号の受信機能は，フレーム長

をもとにデータ通信の機能を起動するか判断す

る．このため，周囲の端末から同じフレーム長

の信号を受信すると，ウェイクアップ信号の受

信機能が誤作動する懸念がある． 

本稿では，無線が混雑した環境で課題となる，

ウェイクアップ信号の受信機能が誤作動する可

能性を低減する手法を提案する．具体的には，

無線 LAN 通信において，ダミーの SSID を付与

して送信することで，ウェイクアップ信号のフ

レーム長を長く設定し，他の端末からの通信に

よって誤作動する可能性を低減する． 

 

2. 誤作動の低減方法 

2.1  提案方式の概要 

本研究では，ウェイクアップ信号として無線

LAN の Probe Request を使用する．無線 LAN

端末から送信される Probe Request のフレーム

長が，車載ルータでウェイクアップ信号と認識 

 

するフレーム長と一致すると，無線 LAN 通信の

機能が起動し，無線 LAN 端末との接続を確立す

る．ここで，他の端末からの Probe Request の

SSID の長さが，ウェイクアップ信号のフレーム

長と同じときは，無線 LAN 通信機能が起動する

ため，不要な電力消費が発生してしまうという

課題がある． 

この誤作動の課題を解決するため，Probe 

Request に 1 つ以上のダミーSSID を送信する手

法を提案する．図 1 のように，通常の SSID_A

に加えて，ダミーの SSID_B を送信することで，

ウェイクアップ信号長を t1より大きい t2に設定

することが可能となる．ダミーの SSIDの個数が

多いほどフレームが長くなり，他の端末からの

信号によって誤作動する可能性を低減できる． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 提案方式 

 

2.2  ダミーの SSIDの個数とサイズ 

前節でのダミーの SSIDについて，個数とサイ

ズを，図 2に示す①～③の手順で定める． 

① ランダムな自然数αを定め，n=1 を初期値

として，n=αになるまで，以下②③を繰り

返す．これにより，ダミーの SSID を含む

総フレーム長が一意に定まる． 

② 無線 LAN では，SSID は最大 32byte との

条件がある．ダミーの SSID が全て最大値

32byte の場合，ダミーの SSID の個数を 1
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つ追加する．全て最大値ではない場合，ダ

ミーの SSID の 1つのサイズを d 増加する．

dの byte数は，ウェイクアップ信号の受信

機能が識別可能なサイズとする． 

③ 総フレーム長 L(n)が L(n-1)以下の場合，

②を繰り返す．L(n)が L(n-1)より大きい場

合は，nを 1増加して②の処理を行う． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2 ダミーの SSIDの個数及びサイズの決定 

 

3. 誤作動率の評価 

本項では，提案方式における誤作動率を検証

する．ウェイクアップ信号の受信機能の解像度

が 40μ sec で，無線 LAN の伝送レートが

1Mbps の場合，識別可能な SSID のサイズの差

は 5byte(=40μsec*1Mbps/8bit)となる．このた

め，ウェイクアップ信号の受信機能が，1byte と

5byte の SSID を受信した場合，両者の差が

4byte と 5byte より小さいことから，2 つを同じ

フレーム長と誤認識する可能性がある．また，

SSID は最大 32byte との条件を踏まえると，ウ

ェイクアップ信号の受信機能は，1 つの SSID で

7種類(例: 2, 7, 12, 17, 22, 27, 32byte)まで識別

することが可能となる． 

一方，ダミーの SSID が 2 個の場合，1 つの

Probe Requestで 7種類の識別が可能であっても，

14 種類の識別が可能とは限らない．例えば，ダ

ミーとなる 2 個の SSIDが 2byte と 17byte の場

合と，  7byte と 12byte の場合は，ともに計

19byte となる．このとき，総フレーム長は同じ

値となるため，ウェイクアップ信号の受信機は

両者の識別が不可能となる． 

以上のことを踏まえ，ダミーの SSIDの個数と，

ウェイクアップ信号の受信機が識別可能なフレ

ームの組み合わせ数を求めた．組み合わせ数の

逆数を誤作動率の理論値とした．結果を図 3 に

示す．図 3 の結果によると，ダミーの SSIDが 3

個の場合，誤作動率を 2.7%まで抑えることが可

能となる． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3 誤作動率 

 

4. おわりに 

 本稿では，ウェイクアップ受信機能を持つ車

載ルータに，ダミーの SSIDを付与して送信する

ことで，無線 LAN 機能の誤作動率を低減する手

法を提案した．ダミーの SSIDの数が多ければ誤

作動率は低下するが，正常に無線 LAN の通信機

能が起動しにくくなる懸念もある． 

 今後は，提案方式の機能を有する車載ルータ

を開発し，フィールド実験によりダミーの SSID

の個数と誤作動率の関係を評価する． 
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